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研究成果の概要（和文）：我々は、カプサイシン軟膏による外耳道刺激が嚥下障害患者の咳反射を亢進させ嚥下
機能を改善させることを報告してきた。本研究では、カプサイシン軟膏による外耳道刺激で咳反射が亢進する機
序の解明と誤嚥性肺炎の予防効果について検討した。
健常人の外耳道をカプサイシン軟膏で刺激すると咽喉頭粘膜からの喀痰中に含まれるサブスタンスP(SP)が増加
することが明らかになり、カプサイシン軟膏が外耳道の迷走神経知覚枝を介して咽喉頭粘膜下から逆行性にSPを
遊離し咳反射を亢進させると考えられた。また、カプサイシン軟膏刺激の反復は嚥下障害患者の肺炎罹患回数を
刺激前より有意に減少し、誤嚥性肺炎の予防に有用である可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：In our previous study, a single application of 0.025% capsaicin ointment in 
the external auditory canal improved cough reflexes, in elderly patients with dysphagia. In the 
present study, we examined the mechanism for improvement of cough reflex after aural stimulation 
with capsaicin and prophylactic effects of daily aural stimulation on the development of pneumonia 
in elderly dementia inpatients who are at high risk of aspiration, but cannot undergo swallowing 
exercises.
Aural stimulation with capsaicin increased the concentration of substance P in the sputum of healthy
 volunteers. This stimulation induced the retrograde release of substance P in the pharyngolaryngeal
 mucosa. Daily aural stimulation with capsaicin for 6 months enhanced the cough reflex as a glottis 
protective measure, resulting in the reduction of incidence of pneumonia in patients. The daily 
aural stimulation with capsaicin may be a new safe and effective option for prevention of pneumonia 
in elderly dysphagic people.

研究分野：耳鼻咽喉科
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、高齢者の嚥下性肺炎が急増し誤嚥を予防するために嚥下訓練など様々な介入が行われているがエビデンス
は限られている。降圧剤であるACE阻害薬は副作用である咳反射の亢進により誤嚥を防止し嚥下性肺炎の罹患率
を減少させる報告があるが、服薬により薬剤を誤嚥するリスクを伴う。
我々は、これまでの研究でカプサイシン軟膏による外耳道刺激が嚥下障害患者の咳反射を亢進させることを示
し、本研究において誤嚥性肺炎の予防にも有用である可能性を示した。本法は誤嚥の危険性がない安全で新しい
嚥下障害の治療法となる可能性があり、臨床への応用により超高齢化社会のニーズに応えることができると考え
られる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

肺炎は日本人の死因の第 3位となり、高齢者では肺炎の 70%以上が誤嚥に関係してい
る。嚥下障害患者の誤嚥や嚥下性肺炎の予防に口腔ケアが推奨されているが、他にエビデ
ンスのある方法は限られている。降圧剤である ACE（angiotensin converting enzyme）阻
害薬は、副作用である咳反射の亢進により誤嚥を防止し、嚥下性肺炎の罹患率を減少させ
るが、対象は高血圧症患者に限られ、服薬により誤嚥するリスクを伴う。唐辛子の主成分
であるカプサイシンは、経口投与により咽喉頭粘膜の侵害刺激のイオンチャネル型受容体
である TRPV1（transient receptor potential vanilloid 1）を活性化し迷走神経知覚神経を刺
激し咳反射を誘発するが、ACE阻害薬と同様にそれ自体を誤嚥する危険性がある。超高齢
化社会となった現在、嚥下障害患者の肺炎の予防に安全で新たな方法が求められている。 

外耳道には迷走神経知覚枝である Arnold 神経が分布し、外耳道への刺激が迷走神経反
射を介して咳を誘発する Arnold’s ear–cough reflex が知られている。我々は、カプサイシ
ンにより外耳道の Arnold 神経を刺激し嚥下障害患者の咳反射を亢進させられないかと考
え、帯状疱疹後神経痛の治療薬として院内処方できる 0.025%カプサイシン軟膏を嚥下障
害患者の外耳道に塗布し、嚥下機能、とくに咳反射が改善することを世界で初めて報告し
特許を出願した（引用文献 1,2,3）。本研究は、カプサイシン軟膏による外耳道刺激を長期
間反復して行うことで、嚥下障害患者の咳反射を亢進し嚥下性肺炎が予防できるのではな
いかという着想から行った。 

 

２．研究の目的 

本研究は、カプサイシン軟膏による外耳道刺激が嚥下障害患者の咳反射を亢進する機序
の解明と、嚥下性肺炎を予防する安全で新しい嚥下障害の治療法として臨床応用をめざす
ことを目的とする。 

 

３．研究の方法 

(1) カプサイシン軟膏による外耳道刺激が嚥下障害患者の咳反射を亢進する機序の解明： 

カプサイシン軟膏による外耳道刺激は、綿棒で塗付したカプサイシンが外耳道の Arnold

神経終末の TRPV1を活性化し神経中枢枝と末梢枝からサブスタンス P（以下 SP）を遊
離させて嚥下障害患者の咳反射を亢進すると考えられる。作用機序の検証のため、嚥下
障害患者 20名を対象とした 0.025%カプサイシン軟膏とプラセボ軟膏を用いた無作為化
比較試験と健常人 6名を対象としたカプサイシン軟膏の外耳道刺激が喀痰中 SP 濃度に
与える影響についての検討を行った。 

 

(2) カプサイシン軟膏による外耳道刺激の嚥下障害患者の嚥下性肺炎の予防効果： 

カプサイシン軟膏による外耳道刺激を長期間反復して行うことで嚥下障害患者の肺炎が
予防できるかを検証するため、嚥下性肺炎の既往がある高齢認知症患者 29名を対象に
0.025%カプサイシン軟膏による外耳道刺激を 6か月間行い、刺激前後の肺炎発症回数と
有害事象の有無についての検討を行った。 

 

以上の研究は、徳島大学病院医学系研究倫理審査委員会の承認を得て行った。 

 



４．研究成果 

(1) 嚥下障害患者 20名を対象とした 0.025%カプサイシン軟膏とプラセボ軟膏を用いた無
作為化比較試験では、嚥下障害患者の嚥下内視鏡の咳反射スコアは、0.025%カプサイシ
ン軟膏による外耳道刺激を行った群では有意に亢進したが、プラセボ軟膏による外耳道
刺激を行った群では亢進しなかった（図 1：引用文献 4）。また、健常人の外耳道をカプ
サイシン軟膏で刺激すると咽喉頭粘膜からの喀痰中に含まれるサブスタンス P(SP)が有
意に増加することが明らかになった（図 2）。 
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図 2 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上より、カプサイシン軟膏による外耳道刺激が嚥下障害患者の咳反射を亢進させるの
は、軟膏を塗布する綿棒の非特異的な機械的刺激ではなくカプサイシンが TRPV1を介
して Arnold神経を刺激するためと考えられた。そして、外耳道をカプサイシン軟膏で刺
激すると、カプサイシンが外耳道の迷走神経知覚枝を介して中枢で順行性に SPを遊離
し咳反射を誘発し、同時に咽喉頭粘膜下から逆行性に SPを遊離し咳反射亢進の持続に
関与していると考えられた（図 3：引用文献 5より一部改変）。 

 
 
 
 
 
 
 



図 3 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) カプサイシン軟膏による 6か月間の外耳道刺激の反復は、嚥下性肺炎既往のある高齢
認知症患者の肺炎発症回数を刺激前と比較し有意に減少させた。また、介入期間中、耳
痛や外耳炎などの有害事象は認めなかった（図 4：引用文献 6）。 

 

図 4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本研究結果より、現在我々は、カプサイシン軟膏による外耳道刺激の肺炎予防効果につ
いて多施設共同プラセボ対照無作為化臨床試験を行っている。カプサイシン軟膏が嚥下
障害の治療薬として認可されれば、咳反射が減弱している嚥下障害患者へのカプサイシ
ン軟膏による肺炎予防治療が可能になる。この治療法は、経口薬のような誤嚥のリスク
がなく、重度の嚥下障害やリハビリが困難な認知症の患者に家庭で行うこともできる。
そして、嚥下障害患者の肺炎の予防、在宅医療への移行により医療経済的にも大きな役
割を果たし、超高齢化社会のニーズに応えることができると考える。 
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